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変わる大学入試　〜 2020年度からセンター試験に代わる試験を実施〜

現在、グローバル化の進展やAI（人工知能）技術をはじめとする技術革新などに伴い、産業構造や社会構造が急
速、かつ大きく変化しています。このような状況のなかで、「知識・技能」「判断力・思考力・表現力」を持ち、かつ、
主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ姿勢が重要であるとされてきています。
大学入試においても、これまで以上に多面的・総合的な評価を重視する方向性が示され、「思考力・判断力・
表現力」をより重視した「大学入学共通テスト」が導入されます。

【いつから】
今の高校1年生が大学受験に臨む平成32年度（2020年度）から、大学入試センター試験に代わる新たな共通試験「大
学入学共通テスト」が始まることが文部科学省から公表されています。

【何が・どのように】
「大学入学共通テスト」では、国語と数学の一部で記述式を導入すること、英語4技能「読む」「聞く」「話す」「書く」
を測るために、民間の資格・検定試験を利用することなどが検討されています。
　
＊�「大学入学共通テスト」の詳細はまだ検討中です。平成31年度（2019年度）初頭を目途に実施大綱のほか、適切な時
期に順次公表される予定ですので、今後の動向を見守っていく必要があります。

進学、就学を応援します！
� 問い合わせ…教育総務課総務担当　TEL 224-6074

■育英資金 〜借り入れ申し込み案内〜
来年4月から、高等学校・中等教育学校（後期課程に限る）・高等専門学校・短期大学・大学・専修学校に進
学する方または在学中の方で、経済的に学資金などの支出が困難な方に、無利子で資金をお貸しします。
申請することができる方（次の要件をすべて満たす方）
①市内に引き続き6か月以上在住している　②経済的理由で、学資金や入学準備金の支出が困難である　
③心身健全で、かつ学業成績が良好である　④学校長の推薦を受けられる
償還期間…貸付期間の2倍（償還開始は卒業6か月後から）
提出書類…�①学資金・入学準備金借入申請書　②校長の推薦書　③成績証明書　④健康診断書�

⑤住民票の写し（世帯全員のもの）　⑥合格通知書の写し　⑦保護者の平成30年度課税証明書
＊�①②の用紙は、教育総務課・市立中学校に用意してあります。市ホームページからダウンロードもできます。�
（ホームページ＝http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）
＊⑥は、合格決定後、速やかに提出してください。
申し込み…平成31年1月4日（金）〜 31日（木）〈厳守〉に教育総務課（市役所東庁舎2階）へ直接持参してください。
＊貸付決定にあたっては、審査があります。申請された方全員に貸し付けが決定されるとは限りません。

区　分 貸付金額

学資金（月額）

高等学校 国公立 13,000 円
中等教育学校（後期課程に限る）・専修学校 私　立 20,000 円
高等専門学校 16,000 円
大学（短期大学を含む） 30,000 円

入学準備金

高等学校 国公立 150,000 円
中等教育学校（後期課程に限る）・専修学校 私　立 280,000 円
高等専門学校 160,000 円
大学（短期大学を含む） 360,000 円
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このコーナーでは、子どもたちにわがまち�
川越のことを知ってほしいとの思いから、�
川越の文化財をわかりやすく紹介します。

▲算盤は電卓が普及するまでの代表的な計算道具機

▲「自働算盤」の普及版「タイガー式計算機」

▲1964年、約10万円で発売された電卓
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★画像の資料はすべて川越市立博物館蔵


